
　
先
月
は
、
松
岡
兄
弟
の
母
、
松

岡
た
け
の
お
話
で
し
た
。
た
け
に

つ
い
て
は
、
兄
弟
た
ち
が
口
を
そ

ろ
え
て
、
気
の
強
い
女
性
だ
っ
た

と
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
松

岡
家
に
は
も
う
ひ
と
り
、
自
ら
に

「
孝
貞
烈
女
」（
親
孝
行
で
、
貞
操

が
固
く
、
信
念
を
貫
く
激
し
い
気

性
を
持
っ
た
女
性
）と
諡（
死
後
に
、

生
前
の
行
い
を
ふ
ま
え
て
贈
ら
れ

る
名
前
）し
た
女
性
が
い
ま
す
。

今
回
は
、
松
岡
兄
弟
の
祖
母
、
松

岡
小
鶴
の
お
話
で
す
。 

　
小
鶴
は
文
化
３
年（
１
８
０
６
）

の
生
ま
れ
。
父
親
は
　
川
で
医
業

や
私
塾
を
営
ん
で
い
た
、
松
岡
左

仲
。
一
説
に
は
、
中
川
家
か
ら
養

女
に
入
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
当
時
、
女
性
に
は
学
問
は
不
要
、

と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
小
鶴
は
左
仲
が
塾
で
人

に
教
え
る
の
を
か
た
わ
ら
で
聞
き
、

ま
た
自
ら
も
学
び
、
そ
の
才
能
を

開
花
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
左
仲
に
は
、
跡
継
ぎ
と
な
る
男

子
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

網
干
（
現
在
の
姫
路
市
網
干
）
の

中
川
家
か
ら
養
子
を
も
ら
い
う
け

て
、
小
鶴
と
結
婚
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
二
人
の
間
に
は
、
男
子

が
生
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
小
鶴

の
夫
と
な
っ
た
至
は
、
義
父
の
左

仲
と
も
、
妻
の
小
鶴
と
も
折
り
合

い
が
悪
く
、
松
岡
家
を
出
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
が
ま
だ
幼
か
っ
た
た
め
、

左
仲
や
周
囲
の
人
々
は
、
小
鶴
に

再
婚
を
進
め
ま
し
た
が
、「
孝
貞
」

を
信
条
と
す
る
小
鶴
は
、
再
婚
を

良
し
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し

て
、
父
の
後
を
継
ぐ
た
め
に
、
医

者
と
し
て
の
勉
強
を
始
め
ま
す
が
、

離
縁
か
ら
二
年
後
、
左
仲
も
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た

状
況
に
あ
っ
て
、
小
鶴
は
生
活
の

た
め
に
医
業
を
営
む
か
た
わ
ら
、

一
人
息
子
の
文
（
の
ち
の
操
）
を

立
派
に
育
て
上
げ
る
べ
く
、
自
ら

の
知
識
と
、
あ
ら
ゆ
る
伝
手
を
使

っ
て
、
我
が
子
を
教
育
し
た
の
で

す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
操
は
優

秀
な
学
者
と
し
て
成
長
し
、
通
常

は
武
士
の
子
弟
し
か
入
れ
な
い
、

姫
路
藩
の
藩
校
、
好
古
堂
に
入
る

こ
と
を
許
さ
れ
た
の
で
す
。 

　
操
の
教
育
が
一
段
落
し
た
こ
ろ

か
ら
、
小
鶴
は
近
所
の
子
ど
も
に

も
学
問
を
教
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
単
な
る
読
み
書
き
だ
け
で
な

く
、
漢
籍
な
ど
も
教
え
て
い
た
よ

う
で
、
し
か
も
、
漢
詩
を
使
っ
て

カ
ル
タ
を
作
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
こ
ら
し
て
教
育
し
て
い

た
よ
う
で
す
。
柳
田
國
男
が
　
川

で
暮
ら
し
て
い
た
こ
ろ
に
は
、
ま

だ
小
鶴
の
教
え
を
受
け
た
人
々
が

存
命
し
て
い
て
、
当
時
の
農
村
部

に
は
珍
し
い
、
学
の
あ
る
女
性
や
、

詩
が
詠
め
る
人
が
い
た
そ
う
で
す
。 

　
孫
の
井
上
通
泰
は
、
小
鶴
の
こ

と
を
「
夫
人
で
あ
り
な
が
ら
偉
い

学
者
で
あ
っ
た
」
と
評
価
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
学

問
に
通
じ
て
い
た
こ
と
、
あ
る
家

の
開
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
扉

を
、
算
術
を
駆
使
し
て
開
け
て
し

ま
っ
た
こ
と
、
立
派
な
詩
や
文
章
、

歌
を
残
し
、
浄
瑠
璃
ま
で
作
っ
た

と
い
う
話
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
う
し
た
学
問
が
全
て

独
学
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
し
て
い

ま
す
。（
「
嗚
呼
我
父
母
」
） 

　
ち
な
み
に
、
通
泰
も
自
ら
の
学

問
の
多
く
が
独
学
で
あ
っ
た
と
語

っ
て
い
ま
す
。
通
泰
の
独
学
の
気

風
は
、
幼
い
こ
ろ
に
父
の
操
か
ら
、

字
引（
辞
書
）と
『
日
本
書
紀
』「
神

代
の
巻
」
を
渡
さ
れ
、
自
力
で
字

を
調
べ
な
が
ら
読
ん
だ
経
験
に
よ

っ
て
培
わ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
う

し
た
操
の
教
育
方
針
は
、
あ
る
い

は
、
小
鶴
の
影
響
を
受
け
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
通

泰
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
、
小
鶴
は
ま

だ
存
命
し
て
お
り
、
幼
い
通
泰
は

小
鶴
か
ら
基
本
的
な
字
の
読
み
書

き
を
教
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

　
小
鶴
は
明
治
６
年（
１
９
７
３
）

に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、

國
男
と
静
雄
、
輝
夫
は
、
小
鶴
か

ら
直
接
何
か
を
学
ぶ
機
会
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
両
親
や

二
人
の
兄
、
あ
る
い

は
近
所
の
人
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
と
話
を
聞

か
さ
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
『
故
郷
七

十
年
』
に
も
、
小
鶴

に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
い
く
つ
も
語
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
女
手
一
つ
で
、
一
人
息
子
の
操

を
立
派
な
学
者
に
育
て
上
げ
た
才

女
、
松
岡
小
鶴
。
学
問
に
は
通
じ

て
い
な
く
と
も
、
操
を
支
え
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
、
大
家
族
を
切

り
盛
り
し
た
、
松
岡
た
け
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
が
進
ん
だ
道
で
、
業

績
を
残
し
、
世
に
名
を
知
ら
れ
た

松
岡
兄
弟
の
誕
生
の
陰
に
は
、
二

人
の
偉
大
な
「
母
」
の
存
在
が
あ

っ
た
の
で
す
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 
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松岡小鶴肖像画 
（個人蔵） 

１８ 

小鶴が信仰していたという　川の地蔵堂 



★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

たかおかひろば やちくさひろば 

お休みです 22日（金） 

※開設時間は、１０:００～１５:００です。 〈９月の予定〉 

絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
９月７日（木）１０：００～１０：４０ 
　文化センター　２階　和室 
おんがくあそびの会【ドレミ】 
９月１４日（木）１０：００～１１：００ 
　八千種研修センター 
・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要です。 

　５月から地域の公民館に出向いて行ったすきっ

ぷひろばは、７月で第１回目を終了しました。た

くさんのお友だちやご家族また地域の方々と楽し

い時間を過ごすことが 

できました。ありがと 

うございました。 

　第２回目は１０月から 

予定しています。 

　ぜひご参加ください。 

１９ 

　食事、離乳食…せっかく作ったのに食べてくれな
い、遊び食べばかりで時間がかかるなど、毎日の食
事について大内先生からお話をしていただきます。 
日　時　８月２４日（木）１０：００～１１：００ 
場　所　子育て支援センター　おひさまらんど 
講　師　福崎町個別相談員　大内和惠先生 
対　象　未就園の子どもとその保護者 
定　員　１５組（先着順） 
申込先　おひさまらんど 

８月２９日（火）・９月１９日（火）　１０：００～１４：００ 
場所：文化センター　２階　和室 
個別相談員：大内和惠 

個別相談 

　子育てになやみや不安はつきものです。ささいなこと
でも、話すことで心が軽くなることもあります。気軽に
相談してください。 

申込は下記の３施設
で受付します　　　 

　布を糸でしばって模様を 
出します。染めた後どんな 
模様がでるか楽しみですね。 
日　時　９月４日（月） 
　　　　　１０：００～１１：３０ 
　　　　９月５日（火） 
　　　　　１０：００～１１：３０ 
場　所　子育て支援センター　おひさまらんど 
持参物　ミシン糸、１６２円 
対　象　未就園の子どもとその保護者 
定　員　各日とも１０組（先着順） 
申込先　おひさまらんど　※８/７（月）から受付。 

　おじいちゃん・おばあちゃん！お孫さんといっ
しょに、にこにこひろばで遊びませんか？ 
　おじいちゃん・おばあちゃんとのふれあい遊びや、
音大生による歌やヴァイオリン演奏もあります。
ぜひご参加ください。 
日　時　９月９日（土）　１０：００～１１：００ 
場　所　東部子育て学習センター　にこにこひろば 
対　象　就学前の子どもとその祖父母 
申込先　にこにこひろば 



２０ 

★計画収集の方はカレンダーどおりくみ取りをします。 
※くみ取り日には、作業をしやすいようにご協力
ください。 
※くみ取り料は「し尿くみ取り券」で支払ってく
ださい。 

８/１０ 
（木） 

１１ 
（金） 

１３ 
（日） 

１４ 
（月） 

○ 休み 休み 休み 休み 

１２ 
（土） 

休み 

１５ 
（火） 

１６ 
（水） 

○…くみ取り可 

（計画収集日） 
○ 

（計画収集日） 

◆し尿くみ取り◆ 

◆ごみの持ち込み◆ 

※埋立ごみ・廃材の持ち込みは２ｔ車以下に限 
　ります。 
　（１００kgまで３００円、１００kgを超える１０kg毎に３０円） 
※埋立ごみの持ち込みは住民生活課で手続きが 
　必要です。区長さんの証明『一般廃棄物処理 
　（投棄）申請書』（黄色）と印鑑を持って窓口へ 
　お越しください。 

８/１０（木） 

○ 

１１（金） 

○ 

１２（土） 

休み 

１３（日） 

休み 

１４（月） 

○ 

１５（火） 

○ 

１６（水） 

○ 

８/１０（木） 

休み 

１１（金） 

休み 

１２（土） 

○ 

１３（日） 

○ 

１４（月） 

休み 

１５（火） 

休み 

１６（水） 

休み 

【くれさかクリーンセンター】 
★可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ・埋立ごみ 

○…持ち込み可 
《受付時間》　８：３０～１２：００　１３：００～１６：３０ 

※持ち込みは軽四のみ（１台　１，１００円） 
※区長さんの証明『一般廃棄物処理（投棄）申請 
　書』（白色）を持って、直接、大貫不燃物中継 
　基地に搬入してください。 

【大貫不燃物中継基地】 
★埋立ごみ 

○…持ち込み可 
《受付時間》　８：３０～１２：００　１３：００～１７：００ 

お盆のお知らせ（くみ取り・ごみ） お盆のお知らせ（くみ取り・ごみ） 

（住民生活課） 

「中播都市計画」用途地域見直し 
にかかる説明会のお知らせ 

「中播都市計画」用途地域見直し 
にかかる説明会のお知らせ 

「中播都市計画」用途地域見直し 
にかかる説明会のお知らせ 

　福崎町では、第７回中播都市計画用途地域定期見
直しの中で、福崎駅前地区と南田原地区の用途地域
見直しを予定しています。 
　この度、用途地域見直しに係る素案を作成しまし
たので、説明会を実施します。 
日時　８月２７日（日）午前１０時～ 
場所　福崎町役場２階大会議室 
内容　中播都市計画用途地域の見直し（素案）について 
問い合わせ先　まちづくり課都市計画係（内線３３６） 
　※町のホームページにも掲載します。 

森林の立木を伐採するときには 
届け出が必要です 

森林の立木を伐採するときには 
届け出が必要です 

森林の立木を伐採するときには 
届け出が必要です 

　立木を伐採するとき、伐採後
の造林が完了したときには、森
林法で届け出が義務付けられて
います。 
目　的　伐採および伐採後の造林が市町村森林整備

計画に適合して適切に行われ、健全で豊か
な森林を作るため 

提出者　森林所有者や立木を買い受けた者など 
※立木を伐採する者と伐採後の造林を行う者が異な
る場合は、共同で提出します。 
提出先　伐採・造林する森林がある市町村の長 

問い合わせ先　農林振興課（内線３１３） 

提出書類 提出時期 届け出をせずに伐採した場合 

伐採及び伐採後 
の造林の届出書 

伐採を始める９０日前か 
ら３０日前まで 

造林を完了した日から 
３０日以内 

１００万円以下の罰金 
（森林法第２０８条） 

３０万円以下の罰金 
（森林法第２１０条） 

伐採及び伐採後 
の造林に係る森 
林の状況報告書 

アンケート調査にご協力を！ 
「高齢者福祉・介護保険事業計画」 
アンケート調査にご協力を！ 

「高齢者福祉・介護保険事業計画」 
アンケート調査にご協力を！ 

「高齢者福祉・介護保険事業計画」 
■対象者　平成２９年６月１日現在、６５歳以上の要支援

認定者（要支援１・要支援２の方）及び要
介護認定を受けていない方。 

■配布　７月２７日（木）から対象者に郵送しています。 
■回収　８月１０日（金）までに返信用封筒に入れて返送
　　　　してください。 
問い合わせ先　介護保険係（内線３５２） 
　　　　　　　地域包括支援センター（内線３５７） 

　本町では、高齢者が「いつまでも安心して暮らせる

まちづくり」を進めており、平成12年度から始まった

介護保険制度は、３年毎に介護保険制度や保険料の見

直しを行っています。 

　この度、平成３０年４月から始まる新しい「第７期高

齢者福祉計画及び介護保険事業計画」の策定のための

アンケート調査を行います。 

　福崎町の高齢者福祉サービスの向上、介護保険の健

全な運営のためにできるだけ多くの方のご意見を反映

させたいと思いますので、ご協力をお願いします。 



お知らせ 

information

日
赤
活
動
資
金
へ
の
ご
協
力 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

　
５
・
６
月
に
み
な
さ
ん
か
ら
、

総
額
二
百
四
十
三
万
二
千
八
百
円

の
活
動
資
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

全
額
を
日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支

部
へ
納
め
ま
し
た
。
日
赤
活
動
資

金
は
、
災
害
発
生
時
の
医
療
救
護

の
た
め
の
活
動
資
金
や
、
救
急
法

の
講
習
会
の
実
施
な
ど
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。 

　
今
後
と
も
、
日
本
赤
十
字
社
活

動
へ
の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
健
康
福
祉
課
） 

 

文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

老
人
福
祉
月
間 

　
風
呂
の
無
料
利
用
に
つ
い
て 

　
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
方

は
、
一
人
１
回
に
限
り
風
呂
を
無

料
で
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

期
間
　
９
月
１
日
〜
１０
月
１５
日 

※
フ
ロ
ン
ト
で
単
位
ク
ラ
ブ
名
と

名
前
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日
は 

　
　
８
月
１５
日（
火
）・
１７
日（
木
） 

　
　
９
月
１９
日（
火
） 

　
　
１０
月
８
日（
日
） 

　
　
１１
月
２１
日（
火
） 

★
予
約
の
受
付
は
、
利
用
日
の
属

す
る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら

で
す
。（
１１
月
中
の
利
用
は
９
月

１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
は
、
午
前
１０

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
タ

オ
ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

春
日
ふ
れ
あ
い
会
館 

改
修
の
お
知
ら
せ 

　
春
日
ふ
れ
あ
い
会
館（
八
千
種
）

の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。 

　
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
期
間
中
は
全
館
の
利
用

を
中
止
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

　
な
お
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
並
び
に
春
日
山
キ
ャ
ン
プ

場
は
通
常
ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。 

工
事
予
定
期
間 

９
月
１
日（
金
）〜
１２
月
２８
日（
木
） 

※
工
事
が
終
わ
り
次
第
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

農
林
振
興
課
（
内
線
３
１
４
） 

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
で
は
、
８

月
２１
日
か
ら
平
日
の
月
・
水
・
金

曜
日
の
開
庁
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。 

■
月
・
水
・
金
曜
日
の
開
庁
時
間 

　
８
時
３０
分
〜
１８
時
３０
分 

※
１７
時
１５
分
以
降
の
ご
利
用
窓
口

　（
求
人
検
索
・
職
業
相
談
・
紹
介
） 

■
火
・
木
曜
日
の
開
庁
時
間 

　
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分 

■
第
１
・
第
３
土
曜
日
開
庁
時
間 

　
１０
時
００
分
〜
１７
時
００
分 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
４
３
１ 
 

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会 

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
働
く
自
信
が
な
い
、
ニ
ー
ト
、

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
を
抱
え
て
い
る
１５
歳
か
ら
概

ね
３９
歳
ま
で
の
若
者
や
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
、
相
談
業
務
や
講
座

な
ど
を
通
じ
て
メ
ン
タ
ル
（
精 

神
・
健
康
）
面
と
キ
ャ
リ
ア
（
職

業
）
面
の
両
方
か
ら
支
援
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、
神
河
町
・
市
川
町
・

福
崎
町
を
対
象
に
、
出
張
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

開
催
日
　
８
月
２５
日（
金
） 

　
１３
時
〜
、
１４
時
〜
、
１５
時
〜 

　
各
１
名
ず
つ
【
予
約
制
】 

会
場
　
市
川
町
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
市
川
町
役
場
敷
地
内
） 

相
談
員
　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト 

申
込
締
切
　
８
月
２３
日（
水
） 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河
町
・

市
川
町
・
福
崎
町 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
市
川
町
役
場
　
総
務
課 

　
　
２６
・
１
０
１
０ 

  「
ひ
と
り
親
就
労
サ
ポ
ー
ト
」 

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
で
は
、
神

崎
郡
内
に
在
住
の
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に

巡
回
就
労
相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

日
時
　
８
月
２３
日（
水
） 

　
１０
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

※
事
前
予
約
制
・
１
人
６０
分
程
度 

場
所
　
サ
ル
ビ
ア
会
館 

内
容
　
職
業
相
談
、
職
業
紹
介
、

応
募
書
類
の
作
成
指
導
、
面
接

の
受
け
方
、
求
人
情
報
の
提
供

な
ど 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
　
職
業
相
談

部
門 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
４
３
１ 

  

全
国
一
斉
養
育
費
電
話
相
談
会 

の
お
知
ら
せ 

　
兵
庫
県
青
年
司
法
書
士
会
と
全

国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、

養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
養
育
費
の

こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

日
時
　
９
月
２
日(

土) 

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

　
０
１
２
０
・
５
６
７
・
３
０
１ 

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
） 

  

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

開
催
の
お
知
ら
せ 

　
平
成
３１
年
１０
月
１
日
か
ら
、「
酒

類
・
外
食
を
除
く
飲
食
料
品
」
及

び
「
週
２
回
以
上
発
行
さ
れ
る
新

聞
（
定
期
購
読
契
約
に
基
づ
く
も

の
）」
を
対
象
に
消
費
税
の
「
軽

減
税
率
制
度
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
軽
減
税
率
制
度
は
、
飲
食
料
品

等
の
軽
減
税
率
対
象
品
目
を
取
り

扱
う
事
業
者
の
方
だ
け
で
な
く
、

全
て
の
事
業
者
の
方
に
関
係
の
あ

る
制
度
で
す
。 

　
準
備
に
向
け
た
第
一
歩
と
し
て
、

制
度
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ

ん
か
？ 

日
時
　
９
月
２５
日（
月
） 

　
　
　
１４
時
〜
１５
時 

場
所
　
福
崎
町
商
工
会
館 

問
い
合
わ
せ
先 

姫
路
税
務
署
　
法
人
課
税
第
１
部
門 

　
０
７
９
・
２
８
２
・
１
１
４
５ 

 

お
お
む 

２１ 



平
成
２９
年
度
　 

兵
庫
県
手
話
普
及
啓
発
事
業 

　
兵
庫
県
で
は
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社

会
」
を
目
指
し
て
、
手
話
の
普
及

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
耳
の
聞

こ
え
な
い
方
の
こ
と
、
手
話
の
こ

と
、
興
味
が
あ
っ
た
け
ど
、
機
会

の
な
か
っ
た
方
、
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？ 

■
は
じ
め
て
の
手
話
講
座 

　
（
対
象
…
高
校
生
以
上
） 

日
時
　
９
月
１７
日（
日
） 

　
　
　
１０
時
〜
１２
時 

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル 

内
容
　
①
聴
覚
障
が
い
っ
て
ど
の

よ
う
な
障
が
い
？
②
手
話
に
つ

い
て
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け

よ
う
③
聞
こ
え
な
い
方
た
ち
の

日
常
生
活
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
）
④

手
話
の
練
習
（
自
己
紹
介
や
あ

い
さ
つ
の
手
話
を
一
緒
に
や
っ

て
み
ま
し
ょ
う
）
⑤
耳
の
聞
こ

え
な
い
方
と
交
流
し
ま
し
ょ
う

（
実
際
に
手
話
を
使
っ
て
お
話

し
し
て
み
ま
し
ょ
う
）  

定
員
　
４０
人
（
受
講
料
無
料
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
立
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
（
木
・
日
・
祝
日
休
館
） 

　
０
７
８
・
８
０
５
・
４
１
７
５

　（
１０
時
〜
１７
時
） 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
８
０
５
・
４
１
９
２ 

    

平
成
２９
年
度 

第
２
回
警
察
官
募
集 

受
付
期
間 

・
電
子
申
請
の
場
合 

　
８
月
９
日（
水
）〜
２１
日（
月
） 

　
※
最
終
日
１３
時
ま
で
受
信
有
効 

・
郵
送
の
場
合 

　
８
月
９
日（
水
）〜
２８
日（
月
） 

　
※
当
日
消
印
有
効 

・
持
参
の
場
合 

　
８
月
９
日（
水
）〜
２８
日（
月
） 

試
験
日
　
９
月
１７
日（
日
） 

募
集
人
員 

○
一
般
区
分 

・
男
性
警
察
官
Ａ
　
　
　
８１
人 

　
　
　
　
　
　
Ｂ
　
１
３
０
人 

・
女
性
警
察
官
Ａ
　
　
　
１０
人 

　
　
　
　
　
　
Ｂ
　
　
　
２０
人 

○
特
別
区
分
（
性
別
不
問
） 

・
情
報
処
理
　
　
　
　
　
２
人 

・
武
道
Ａ
・
Ｂ
　
　
　
　
４
人 

　（
柔
道
・
剣
道
） 

※
Ａ
は
大
学
卒
業
及
び
卒
業
見
込

み
の
人
。
Ｂ
は
そ
れ
以
外
の
人
。 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
福
崎
警
察
署
　
警
務
係 

　
２３
・
０
１
１
０（
内
線
２
１
３
） 

 

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校 

６
ケ
月
コ
ー
ス
後
期
生
募
集 

訓
練
コ
ー
ス 

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
コ
ー
ス
　
　
　
　
２０
人 

対
象
者
　
求
職
中
の
方 

訓
練
期
間
　
１０
月
１１
日（
水
）か
ら

平
成
３０
年
３
月
１３
日（
火
）ま
で 

受
講
料
　
無
料
（
教
科
書
代
な
ど

実
費
３
万
円
程
度
） 

受
験
料
　
無
料
（
合
否
通
知
用
切

手
８２
円
） 

出
願
期
間
　
８
月
９
日（
水
）か
ら 

　
　
　
　
　
９
月
６
日（
水
）ま
で 

選
考
日
　
９
月
１２
日（
火
） 

選
考
内
容 

・
学
力
試
験
（
義
務
教
育
修
了
程

度
の
国
語
と
数
学
） 

・
面
接
試
験 

施
設
見
学
説
明
会 

８
月
２３
日（
水
）・
３１
日（
木
） 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校 

　
０
７
９
・
２
４
０
・
７
０
７
７ 
 

の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
募
集 

　
兵
庫
県
と
公
益
財
団
法
人
兵
庫

県
人
権
啓
発
協
会
で
は
、
人
の
優

し
さ
や
思
い
や
り
、
支
え
合
う
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
、
人
権
文

化
の
創
造
や
人
権
課
題
の
解
決
に

関
す
る
内
容
が
描
か
れ
た
文
芸
作

品
〔
小
説
、
随
想
（
手
記
・
作
文
）、

詩
、
創
作
童
話
〕
を
募
集
し
て
い

ま
す
。 

応
募
資
格
　
兵
庫
県
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方 

応
募
作
品
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

を
含
む
未
発
表
・
未
投
稿
の
自

作
の
作
品
に
限
る
（
字
数
制
限

あ
り
） 

応
募
方
法
　
郵
送
に
限
る 

応
募
期
限
　
９
月
１１
日（
月
） 

　
　
　
　
　（
当
日
消
印
有
効
） 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先 

（
公
財
）兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会 

　
　
０
７
８
・
２
４
２
・
５
３
５
５ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
義
務

化
か
ら
、
１０
年
以
上
が
経
っ
て
い

ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
古

く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電

池
切
れ
な
ど
で
、
正
常
に
感
知
し

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
設

置
さ
れ
て
い
る
方
は
、
１０
年
を
目

安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

す
ぐ
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
お
近

く
の
消
防
設
備
販
売
店
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
家
電
量
販
店

な
ど
で
購
入
が
可
能
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

姫
路
市
消
防
局
　
予
防
課 

　
０
７
９
・
２
２
３
・
９
５
３
２ 

又
は
中
播
消
防
署
　
予
防
係 

　
２３
・
０
１
１
９ 

 

舞
鶴
海
上
保
安
部
か
ら
の
お
願
い 

○
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
「
疲
れ
て

い
る
と
き
」
、
「
飲
酒
し
た
と 

　
き
」
は
、
絶
対
海
に
入
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。 

○
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
で
遊

ぶ
と
き
は
出
港
前
に
「
気
象
・

海
象
の
確
認
」「
機
関
の
点
検
」

を
行
い
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
事
故
が
発
生
し
た
時
や
事
故
を

発
見
し
た
と
き
は
、
迷
わ
ず
・

素
早
く
「
１
１
８
番
」
へ
お
願

い
し
ま
す
。 

舞
鶴
海
上
保
安
部 

　
０
７
７
３
・
７
６
・
４
１
２
０ 

 

”火
災
や
事
故
に
備
え
て
“ 

中
播
消
防
署
か
ら
の
お
願
い 

　
現
在
、
神
崎
郡
の
消
防
業
務
は

姫
路
市
消
防
局
が
受
託
し
て
い
ま
す
。 

　
火
事
や
救
急
の
緊
急
電
話
は
、

固
定
電
話
・
携
帯
電
話
を
問
わ
ず
、

直
接
「
局
番
な
し
の
１
１
９
番
」

に
か
け
る
こ
と
で
姫
路
市
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
に
繋
が
り
、
最
新
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
即
座
に
災
害
場
所
が
特
定
で

き
ま
す
。 

　
中
播
消
防
署
の
代
表
電
話
に
緊

急
電
話
を
か
け
る
方
が
あ
り
ま
す

が
、
消
防
署
で
は
即
座
に
災
害
場

所
の
特
定
を
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
が
な
い
た
め
、
「
１
１
９
番
」

に
か
け
る
方
が
消
防
車
や
救
急
車

の
到
着
が
早
く
な
り
ま
す
。 

有
事
の
際
は 

局
番
な
し
の
１
１
９
番 

２２ 

個
人
事
業
税（
第
１
期
分
）の 

納
税
期
限
は
８
月
３１
日
で
す 

　
個
人
事
業
税
は
、
所
得
税
や

住
民
税
と
は
別
に
個
人
で
事
業

を
行
う
方
に
か
か
る
税
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。 

　
口
座
振
替
制
度
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
姫
路
県
税
事
務
所
課
税

第
１
課 

　
０
７
９
・
２
８
１
・
９
１
２
６

（
直
通
） 



　「１に健康２に笑顔３に明るい町づくり」を目標に
体育館では、楽しく運動し心と身体の健康保持増進
をめざす教室を開催いたします。お誘い合せのうえ、
気軽にご参加ください。 

第２期健康スポーツ教室 
参加者募集！ 

第２期健康スポーツ教室 
参加者募集！ 

＜健康スポーツ教室＞ 
教 室 名 期　間 曜日 場　　所 時　間 対　象 定員 

健康ソフトバレー教室 

貯　筋　ク　ラ　ブ 

朝のフィットネス教室 

夜のフィットネス教室 

９月１日～１０月２７日 

９月６日～１０月２５日 

９月７日～１０月２６日 

毎金曜日 

毎水曜日 

毎木曜日 

球技室 

トレーニング室 

体育室 
トレーニング室 

　９:００～１０：３０ 

１０:３０～１２：００ 

１８:００～１９：３０ 

一般女性 

リフレッシュ体操教室 ９月５日～１０月２４日 毎火曜日 １０：００～１１：４５ 

１０：１５～１１：４５ 

誰でも可 ３０人 

３０人 

１５人 

１５人 

１５人 

６５歳以上の男女 

誰でも可 

２３ 

二
世
帯
家
　

水
盤
一
つ
　

目
高
飼
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 

郭
公
や
　

分
水
嶺
の
　

森
深
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

夏
柳
　

山
紫
水
明
　

琵
琶
湖
畔 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

舟
唄
の
　

聞
こ
ゆ
川
辺
に
　

夏
柳 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

朝
風
に
　

ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
　

竹
葉
散

る
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

竹
落
葉
　

嵯
峨
野
古
道
を
　

二
人
旅 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

青
柳
を
　

写
す
池
面
の
　

波
ゆ
ら
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

一
年
分
　

梅
漬
け
終
え
て
　

笑
顔
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

山
寺
へ
　

参
り
て
気
付
く
　

山
法
師 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
純
子 

 

卯
の
花
や
　

庭
に
馴
じ
み
て
　

紅
を
濃

く
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 
梅
の
実
で
　

作
り
し
ジ
ャ
ム
や
　

自
分

味
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
尾
　
和
平 

古
民
家
の
　

開
け
放
つ
窓
　

風
薫
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

青
柳
　

小
泉
八
雲
　

住
み
し
跡 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

独
り
居
の
　

庭
の
葉
影
に
　

蛍
の
灯 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
恵
美
子 

 

嵯
峨
野
路
の
　

風
な
き
朝
に
　

竹
葉
散

る
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

史
跡
見
学
　

古
墳
の
森
に
　

郭
公
鳴
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

傘
の
花
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
ら
せ
子
ら
の
行
く
集
団
登
校
雨
の
日
の
朝 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

大
き
お
お
き
い
八
手
の
若
葉
夕
暮
る
る
庭
に
ゆ
れ
お
り
異
界
め
き
つ

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

夕
近
き
浅
瀬
に
下
り
し
白
鷺
の
動
く
ま
で
見
つ
橋
の
上
よ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

田
植
待
つ
野
の
池
浸
に
水
た
た
え
遠
山
並
も
写
し
静
も
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 
 

六
月
に
入
り
て
溝
の
水
の
ふ
え
田
植
の
準
備
に
人
ら
の
動
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

入
梅
の
前
兆
な
る
や
こ
の
豪
雨
家
鳴
り
響
も
す
夜
半
の
い
か
ず
ち 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

か
っ
て
は
夫
の
必
需
品
な
り
し
背
広
、
ネ
ク
タ
イ
閉
じ
た
る
扉
の
中

の
沈
黙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

朝
ド
ラ
の
最
終
回
を
観
た
る
貌
す
が
す
が
と
佳
き
鏡
の
わ
れ
は 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

免
許
証
か
え
す
と
き
め
た
四
月
末
連
休
つ
づ
き
を
胸
に
い
と
し
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

梔
子
の
色
づ
き
初
め
し
花
の
香
は
夜
に
入
り
て
も
甘
く
漂
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

や 

か
っ
こ
う 

め
だ
か 

い
け
も 

や 

と
よ 

く
ち
な
し 

俳

句

会 

短

歌

会 

＜申込について＞ 
・全教室とも参加料は５００円です。 
・参加者はスポーツ保険に別途加入していただきます 
・申込期間は８月１８日（金）～３０日（水）です。印鑑持参
のうえ、参加料と保険料を添えて直接体育館へ。 
・詳しくは、第１体育館　２２－１１５３　教室担当へ 
　（月曜日休館） 

＜健康教室＞ 
教 室 名 期　間 

年間通して 

年間指定日 

からだのびのび教室① 
（ストレッチ＆簡単筋トレ） 
からだのびのび教室② 

（ストレッチ＆簡単筋トレ） 

ポールウォーキング教室 

曜　日 時　間 対　象 
９月５日～ 
毎火曜日 
９月１日～ 
毎金曜日 

毎木曜日 

１０：００～１０：４５ 

　９：３０～１０：１５ 

場　　所 

球技室 

町内各地 　９：３０～１１：００ 

誰でも可 

誰でも可 


